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A

B

D

E

F

H

I

C

G

中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
花
桃

（
約
１５０
本
）
は
、
３
月
１５
日
か
ら
４
月
１０

日
ご
ろ
ま
で
見
ご
ろ
で
す
。
次
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
花
桃
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

A
３
月
２６
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

B
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

D
物
産
模
擬
店
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
、
写
真
撮

影
会
な
ど

★
花
桃
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

A
３
月
２６
日
豸

午
前
９
時
出
発

D
Ａ
コ
ー
ス
（
約
１５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
行

程
約
４
時
間
）
＝
八
潮
駅→

中
川
や
し
お

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク→

八
条
親
水
公
園→

楽

習
館→

八
潮
駅
、
Ｂ
コ
ー
ス
（
約
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
行
程
約
２
時
間
）
＝
中
川
や

し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク→

八
条
親
水
公
園

→

楽
習
館→

中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

クF
各
コ
ー
ス
３００
人
（
申
込
順
）

E
歩
き
や
す
い
服
装
、
弁
当
な
ど

H
電
話
で
市
観
光
協
会
（
市
商
工
会
内
蕁

９９６
・
１
９
２
６
）
へ
※
受
付
＝
土
・
日

曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時A
４
月
１
日
・
６
月
３
日
（
各
土
曜
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

B
消
防
署
会
議
室

C
中
学
生
以
上

D
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
（
心
肺
蘇
生

法
、自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
取
り
扱
い
、

止
血
法
）
※
講
習
を
修
了
し
た
方
に
は
、

修
了
証
を
発
行

G
無
料

F
各
回
２０
人
（
申
込
順
）

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
消
防
署
（
蕁

９９８
・
０
１
１
９
）
へ

A
３
月
２５
日
貍
・
２６
日
豸

午
前
１０
時
〜

午
後
５
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室

D
生
け
花
の
展
示

G
無
料

I
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６

A
５
月
１１
日
〜
平
成
１９
年
３
月
８
日
（
毎

月
第
２
木
曜
日
・
全
１１
回
コ
ー
ス
）

C
高
校
生
以
上
で
、
全
日
程
参
加
で
き
る

方D
絞
り
染
め
、
筒
染
め
、
型
彫
り
、
型
染

め
な
ど
の
藍
染
め
の
技
法
を
学
ぶ

F
１０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

G
１
万
円
（
材
料
費
）

E
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、
よ
ご
れ
て
も

よ
い
服
装

H
３
月
２５
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話

で
、
資
料
館
（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ

A
４
月
〜
９
月
の
第
１
・
第
３
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室

C
市
内
の
小
・
中
学
生
（
低
学
年
の
児
童

は
保
護
者
同
伴
）個
人
で
の
使
用
に
限
る
。

D
小
・
中
学
生
ご
と
に
体
育
室
の
利
用
ス

ペ
ー
ス
を
分
け
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓

球
な
ど
好
き
な
種
目
が
行
え
ま
す
。

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６

A
３
月
１９
日
豸

午
後
２
時
開
演

B
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

D
第
１
部
＝
合
唱
組
曲
「
１１
匹
の
ね
こ
」

な
ど
、
第
２
部
＝
「
ス
ー
パ
ー
カ
リ
フ
ラ

ジ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
エ
ク
ス
ピ
ア
リ
ド
ー
シ

ャ
ス
」「
オ
リ
バ
ー
の
マ
ー
チ
」
な
ど
に

挑
戦
、
第
３
部
＝
ハ
ピ
メ
ロ
の
テ
ー
マ
曲

「
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
」
を
み
ん
な
で
元

気
に
歌
い
ま
す
！

G
無
料

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９９８
・
２
５
０
０

A
３
月
２５
日
貍

午
前
１１
時
〜

B
資
料
館
古
民
家

D
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
市
内
小
学

生
が
、
１
年
間
の
琴
の
練
習
成
果
を
発
表

し
ま
す
。
曲
目
＝
ど
ん
ぐ
り
山
、
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
、
さ
く
ら
　
ほ
か

G
無
料

I
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６

A
４
月
２３
日
豸

午
後
１
時
〜
４
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
３

３
８
１
）
へ

平
成
１８
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
２
月
２８
日
貂
か
ら
３
月
２０
日
豺
ま
で
開

会
し
ま
す
。

一
般
質
問
日
＝
３
月
１４
日
貂
・
１６
日
貅
・

１７
日
貊

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

F
各
日
４２
人
（
先
着
順
）

I
議
事
調
査
課
蕁
A
２
７
７

平
成
１２
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴

い
、「
既
存
宅
地
確
認
制
度
」
の
経
過
措

置
が
、
平
成
１８
年
５
月
１７
日
で
廃
止
と
な

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
期
限
ま
で
に
建
築
行
為
に

着
手
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

I
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
２
７
２
、
県
越

谷
県
土
整
備
事
務
所
蕁
９６４
・
５
２
２
１

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
休
日
納
税
相
談

A
４
月
２
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
夜
間
納
税
相
談

A
３
月
１４
日
貂
・
１５
日
貉

午
後
５
時
１５

分
〜
７
時

★
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談

A
毎
週
木
曜
日
　
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

B
納
税
課
（
１２
番
窓
口
）、
国
保
年
金
課

（
６
番
窓
口
）

★
市
税
の
口
座
振
替
の
お
願
い

納
付
に
は
「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き

おしらせHOTコーナー　催し・案内

普
通
救
命
講
習
会

八
潮
の
桃
源
郷
・
花
桃
ま
つ
り

資
料
館
『
藍
染
め
染
色
学
級
』

メ
セ
ナ
児
童
合
唱
音
楽
塾

「
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
」
発
表
会

八
潮
市
こ
ど
も
箏
曲
教
室
発
表
会

４
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室
開
放

第
８
回
八
潮
市
華
道
展

は
簡
単
で
す
。
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録

印
鑑
を
持
っ
て
金
融
機
関
等
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

I
納
税
課
蕁
A
２
０
７
、
国
保
年
金
課
蕁

A
８
３
３

①
固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧

平
成
１８
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家

屋
）
の
納
税
者
の
方
は
、
本
人
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
次
の

帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
）

▼
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋

番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

縦
覧
期
間

４
月
３
日
豺
〜
５
月
３１
日
貉

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

②
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
の
所
有
者
の
方
は
、
本
人
の

課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
縦
覧
期
間
中
は
、
課
税
台
帳
（
名
寄

帳
）
の
写
し
を
無
料
で
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
借
地
・
借
家
を
さ
れ
て
い
る
方

も
、
そ
の
物
件
に
つ
い
て
閲
覧
し
、
証
明

書
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
有
料
、

契
約
書
等
を
確
認
し
ま
す
）。

な
お
、
代
理
人
の
方
は
、
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

閲
覧
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

―
①
②
共
通
―

B
資
産
税
課
　
庁
舎
１
階
⑮
番
窓
口
　

I
資
産
税
課
蕁
A
２
０
５
・
３
０
２

③
固
定
資
産
の
価
格
に
関
す
る
審
査
の
申

し
出固

定
資
産
の
価
格
に
関
す
る
審
査
の
申

し
出
は
、
４
月
３
日
か
ら
納
税
通
知
書
を

受
け
取
っ
た
日
以
後
６０
日
ま
で
に
、
納
税

課
（
庁
舎
１
階
⑫
番
窓
口
）
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

I
納
税
課
蕁
A
３
３
１

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

休
日
・
夜
間
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

あ
な
た
の
固
定
資
産
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

童
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

A
３
月
１８
日
貍

午
後
２
時
〜
（
開
場
午

後
１
時
４５
分
）

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

D
ワ
ン
ダ
ー
Ｑ
（
男
性
カ
ル
テ
ッ
ト
）、

八
潮
女
性
コ
ー
ラ
ス
、
東
埼
玉
八
潮
童
謡

を
歌
う
会
　
G
１
８
０
０
円
　
I
八
潮
ラ

イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
蕁
９９７
・
１
５
３
１

改
正
介
護
保
険
講
座

A
３
月
１８
日
貍

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
　
B
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
　
D
見
直

し
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
※
講
師
＝
高
木

宏
子
さ
ん
（
後
谷
診
療
所
医
師
）、
堀
越

栄
子
さ
ん
（
日
本
女
子
大
教
授
・
さ
い
た

ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
理
事
）

G
無
料

F

６０
人
　
I

佐
藤
蕁
９９６
・
７
６
９
７

（
昼
）、
矢
澤
蕁
９９７
・
９
６
３
２
（
夜
）

梔
友

し
ゆ
う

会
五
周
年
記
念
書
道
展

A
３
月
２５
日
貍
・
２６
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
　
D

趣
味
と
生
涯
学
習
の
書
道
展
　
G
無
料

I
鈴
木
蕁
９９６
・
９
３
０
５

手
を
と
っ
て
　
た
が
い
に
ひ
ら
こ
う
　
未

来
の
と
び
ら

A
３
月
１９
日
豸

午
後
１
時
〜
３
時
　
B

や
し
お
生
涯
楽
習
館
　
D
シ
ニ
ア
世
代
男

性
の
地
域
活
動
参
加
に
つ
い
て
※
講
師
＝

東
一
邦
さ
ん
（
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
副
代
表

理
事
）

F
６０
人
（
当
日
先
着
順
）

G

無
料
　
I
伊
藤
蕁
９９５
・
１
１
５
２

や
し
お
絵
手
紙
倶
楽
部
会
員
募
集

A
毎
週
第
２
ま
た
は
第
４
土
曜
日
　
午
後

２
時
〜
４
時
　
B
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
G

１
回
１
５
０
０
円
　
I
秋
元
蕁
９９５
・
８

７
１
５

き
も
の
着
付
け
同
好
会

A
第
２
・
第
４
火
曜
日
　
午
前
９
時
３０
分

〜
正
午
　
B
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
G
入
会

金
１
５
０
０
円
、
月
会
費
１
０
０
０
円

I
原
蕁
９３６
・
６
６
２
８

八
潮
市
に
お
住
ま
い
の
原
爆
被
害
者
の
皆

さ
ん
へ

５
月
に
懇
談
会
と
相
談
会
を
開
き
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

I
埼
玉
県
原
爆
被
害
者
協
議
会
（
し
ら
さ

ぎ
会
）
八
潮
地
区
担
当
・
久
保
山
蕁

９２０
・
５
２
８
０
、
FAX
９２０
・
５
２
８
１

「
オ
ペ
ラ
を
歌
う
会
」
会
員
募
集

A
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
　
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
　
B
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

ほ
か
　
D
発
声
練
習
と
オ
ペ
ラ
を
歌
う

G
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０

０
円
　
I
小
倉
蕁
９９８
・
５
９
５
１

や
し
お
歩
け
歩
け
協
会
会
員
募
集

G
年
会
費
２
０
０
０
円
（
家
族
会
員
１
０

０
０
円
）
※
保
険
料
充
当
　
I
松
田
蕁

９９６
・
０
３
８
５
、
畑
蕁
９９６
・
４
９
６
６
、

小
林
蕁
９２４
・
５
２
２
８
、
山
田
蕁
９９６
・

２
２
８
７
※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

太
極
拳
を
始
め
ま
せ
ん
か

A
土
曜
日
＝
午
前
１０
時
〜
正
午
（
楽
習

館
）、
火
曜
日
（
八
條
）
・
水
曜
日
（
古

新
田
）
・
金
曜
日
（
南
後
谷
）
＝
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
、
月
曜
日
（
潮
止

小
）
・
木
曜
日
（
大
原
小
）
＝
午
後
７
時

〜
９
時
　
G
月
会
費
１
０
０
０
円
　
I
林

蕁
０９０
・
６
４
９
５
・
４
９
０
２

や
し
お
健
康
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
会
員
募
集

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
は
、
無
理
な
く

続
け
ら
れ
る
日
々
の
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら

A
第
１
・
第
３
日
曜
日
　
午
前
６
時
２０
分

〜
６
時
４５
分
　
B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
南
側
駐
車
場
　
G
年
会
費
１
０
０
０
円

（
保
険
料
等
）
I
松
澤
蕁
９９５
・
９
８
０
５

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
募
集

A
４
月
か
ら
（
毎
週
月
・
木
曜
日
ほ
か
）

午
後
７
時
〜
９
時
　
B
八
潮
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
ほ
か
　
C
中
学
生
以
下
の
初
心

者
・
経
験
者
　
I
鈴
木
蕁
０
１
２
０
・

６４４
・
５４３

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
経
過
措
置
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持
参
く
だ
さ
い
）

I
市
商
工
会
蕁
９９６
・
１
９
２
６

「
や
わ
た
児
童
室
」
は
、
４
月
１
日
か

ら
当
分
の
間
お
休
み
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
隣
接
す
る
「
や
わ
た
学
童
保

育
所
」
の
入
所
希
望
者
が
増
加
し
、
２
ク

ラ
ス
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
の

暫
定
的
な
措
置
で
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
や
わ
た
児
童
室
を
ご
利
用
の
皆

さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

「
だ
い
ば
ら
児
童
館
」
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

I
児
童
障
害
課
蕁
A
４
８
０

A
３
月
２８
日
貂

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※
第
３
・
第
４
部
は
平
常
通
り

I
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４

A
４
月
１
日
貍

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後

４
時

B
さ
い
た
ま
浦
和
会
場
（
コ
ル
ソ
７
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ブ
ン
）

I

譖
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
蕁

０４８
・
８３８
・
０
４
８
３

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て

「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の

偽
者
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
等
を
送
り
付
け

て
、
保
証
金
や
保
険
金
目
当
て
で
お
金
を

騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し
ま
す

詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）
蕁
０３
・
５

３
２
０
・
４
７
７
５

A
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

３０
分
※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話
の

「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

草
加
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
都
市
計
画
を
変

更
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

３
月
２４
日
貊
〜
４
月
７
日
貊

（
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
、
土
・
日

曜
日
含
む
）

縦
覧
場
所

草
加
市
住
宅
・
都
市
計
画
課

（
草
加
市
役
所
第
２
庁
舎
）
※
土
・
日
曜

日
を
除
き
、
八
潮
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
で

も
変
更
案
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

D
草
加
都
市
計
画
ご
み
処
理
場
の
決
定
に

つ
い
て

意
見
書
の
提
出

こ
の
計
画
案
に
ご
意
見

の
あ
る
方
は
、
草
加
市
長
あ
て
書
面
で
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
方
法

郵
送
（
期
限
内
必
着
）
ま
た

は
直
接
持
参
で
、
草
加
市
住
宅
・
都
市
計

画
課
（
蕁
９２２
・
１
７
９
０
、
〒
３４０
―
８

５
５
０
草
加
市
高
砂
一
丁
目
１
番
１
号
）

へ
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
。

○
平
成
１５
年
４
月
１
日
現
在
、
次
の
年
金

給
付
の
受
給
権
を
有
す
る
戦
没
者
等
の
妻

に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
・
特
例
扶
助

料

▼
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与
金(

公
務
傷
病

ま
た
は
勤
務
関
連
傷
病
に
よ
る
死
亡
を
支

給
事
由
と
す
る
も
の)

▼
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の
殉
職
年

金
等

○
請
求
期
限
は
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま

で
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り
権

利
が
消
滅
し
、
特
別
給
付
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

I
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
県
援
護
担
当
課
（
蕁
０４８
・
８３０
・

３
２
７
７)

ま
た
は
、
市
社
会
福
祉
課

（
蕁
A
３
１
６
・
８
２
２)

へ

こ
れ
ま
で
の
「
さ
く
ら
シ
ー
ル
」
が
、

４
月
１
日
か
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

特
典

①
さ
く
ら
カ
ー
ド
加
盟
店
で
買
い

物
を
す
る
と
１００
円
ご
と
に
１
ポ
イ
ン
ト

が
付
き
、
５００
ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
と
５００
円

の
お
買
い
物
が
で
き
ま
す
。
②
商
品
交
換

会
、
旅
行
、
観
劇
な
ど
の
お
得
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
ま
す
。

★
記
念
イ
ベ
ン
ト

A
３
月
２６
日
豸

午
前
１０
時
〜

B
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

D
抽
選
会
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、

ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
、
輪
投
げ
な
ど
（
３
月

３１
日
に
新
聞
折
り
込
み
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
一
時
休
止

戦
没
者
等
の
妻
の
方
へ

「
や
わ
た
児
童
室
」
が

休
室
と
な
り
ま
す

市
内
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
「
さ
く

ら
カ
ー
ド
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

人
権
そ
れ
は
　
蟋

愛 

『
子
ど
も
の
心
　
考
え
て
い
ま
す
か
』

あ
る
日
の
午
後
、
母
親
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会

合
の
こ
と
で
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
遊
び
に
行
っ
て
い
た
小
学
生
の
子

ど
も
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

Ａ
く
ん

「
た
だ
い
ま
」

母
　
親

「
今
、
何
時
だ
と
思
っ
て
い
る

の
？
」

Ａ
く
ん

「
ご
め
ん
な
さ
い
。
Ｂ
く
ん
た

ち
と
野
球
を
し
て
た
ん
だ
」

母
　
親

「
い
つ
ま
で
も
遊
ん
で
い
て
は

ダ
メ
で
し
ょ
。
宿
題
は
や
っ
た
の
？
そ
れ

に
Ｂ
く
ん
は
勉
強
の
で
き
る
友
だ
ち
な

の
？
ダ
メ
よ
遊
ん
で
ば
か
り
い
る
子
と
い

っ
し
ょ
じ
ゃ
･
･
･
」

Ａ
く
ん

「
宿
題
は
こ
れ
か
ら
す
る
よ
。

で
も
、Ｂ
く
ん
は
友
だ
ち
だ
か
ら
･
･
･
」

母
　
親

「
弟
を
見
な
さ
い
。
あ
の
子

は
宿
題
だ
っ
て
す
ぐ
す
る
し
、
勉
強
だ
っ

て
で
き
る
し
」

Ａ
く
ん
　

「
・
・
・
」

母
　
親

「
も
う
、
あ
な
た
っ
て
、
遊

ん
で
ば
か
り
で
ほ
か
に
い
い
と
こ
ろ
な
ん

て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

●
あ
な
た
は
、
こ
の
会
話
を
聞
い
て
ど
う

感
じ
ま
し
た
か
？
　
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
Ａ
く
ん
は
、
弟
や
友
だ
ち
と
比
べ
ら
れ

て
ど
う
感
じ
た
で
し
ょ
う
か
？

▼
お
母
さ
ん
は
、
自
分
の
子
ど
も
同
士
、

ま
た
友
だ
ち
と
比
べ
て
ど
う
し
よ
う
と
思

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

▼
他
の
人
と
比
較
す
る
こ
と
で
何
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
は
、
誰
も
が
人
間
ら
し
く
生
き

た
い
、
幸
せ
に
な
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
自
分
の
「
権
利
」
・
「
思
い
」

を
主
張
す
る
あ
ま
り
、
他
人
の
迷
惑
を
考

え
な
い
人
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
み
ん
な
が
自
分
の
こ
と
の
み
を
主
張

す
れ
ば
、
当
然
権
利
の
衝
突
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
他
人
の
権
利
を
侵
し
て
ま
で
も
自

己
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
れ
が
大
人

で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
家

族
で
あ
っ
て
も
同
じ
は
ず
で
す
。

あ
な
た
は
、
不
満
や
ス
ト
レ
ス
を
自
分

よ
り
弱
い
立
場
の
人
に
向
け
て
は
い
ま
せ

ん
か
。

Ａ
く
ん

「
今
度
か
ら
は
宿
題
が
終
わ
っ

て
か
ら
遊
ぶ
よ
う
に
す
る
よ
」

母
　
親

「
ご
め
ん
ね
、
お
母
さ
ん
言
い

す
ぎ
た
わ
ね
。
あ
な
た
に
し
か
な
い
、
い

い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
も
ん
。
こ
れ
か
ら

も
友
だ
ち
と
仲
良
く
し
な
く
っ
ち
ゃ
ね
」

4月から水道料金が 
変わります！ 

I水道部業務課蕁９９６－１４８６ 

　水道部では、平成６年に水道料金の改定を実施して以来、様 な々企業努力に
より、これまで１１年間料金を据え置いてきました。 
　その間、水使用の実態や市民の皆さんの意識の変化、老朽化施設の更新時
期を迎えるなど、水道事業を取り巻く環境は大きく変化し、今回見直しを行うことに
なりました。 
　今後とも、水道事業のより一層の効率化に努めていきますので、ご理解をお願
いします。 
●料金見直しのポイント 
①料金の水準を引き上げます 
　料金を平均１３.６７パーセント引き上げます。家庭用に多い口径１３ミリメートル、
２０ミリメートルでは、基本料金が大きく増加しないように配慮します。 
　新しい水道料金は、４月１日から適用されますが、４月検針分(４月上旬検針)の
皆さんは現行の料金です。５月検針分の皆さんは１カ月分(３月使用分)が現行料金、
１カ月分(４月使用分)が改定後の料金が適用されます。６月検針分からは、すべて
改定後の料金が適用されます。 
（右上の新旧料金比較表をご覧ください） 
②新たなサービスを導入します 
　口座振替制度を奨励するため、口座割引制度を導入します。 
　料金のお支払いに口座振替をご利用の方に対して、１回の引き落とし（２カ月分
の水道料金）に当たり５２円（消費税相当額を含む）を割り引きます。１カ月分に換
算すると、２６円料金が安くなります。 

　高度経済成長期以降に整備した施設が老朽化し、適切な維持管理を怠ると、
長時間にわたる断水が起こるなど、市民生活に深刻な事態を招く恐れが生じてし
まいます。 
　このため、水道部では平成１５年度に「八潮市中央浄水場更新整備実施計画」
を策定し、水道施設の更新整備、拡張事業を計画的に実施しており、多額な費
用が必要となっています。 

水道料金は、基本料金と超
過料金との合計額に１００分
の１０５（消費税相当額）を乗
じて算出します。    
工事用は臨時用に統一します。 

１. 
 
 
 
２.

どうして！　改定の理由は？ 

新旧料金比較表（1カ月・消費税抜き） 

用途区分 

一般用 

臨時用 

（工事用） 

口径 
（ミリメートル） 

基本料金（円） 
現　行 

13 
20 
25 
50 
75 
100 
13 
20 
25 
50 
75 
100 
13 
20 
25 
50 
75 
100

700 
1,100 
1,300 
2,900 
3,500 
4,200 
1,800 
2,000 
2,000 
3,500 
4,200 
4,800 
3,500 
3,700 
3,800 
5,400 
6,000 
6,700

800 
1,250 
1,700 
3,200 
5,100 
7,600 
2,600 
2,700 
2,800 
4,300 
6,200 
8,700 
2,600 
2,700 
2,800 
4,300 
6,200 
8,700

100 
150 
400 
300 
1,600 
3,400 
800 
700 
800 
800 
2,000 
3,900 
-900 
-1 ,000 
-1 ,000 
-1 ,100 
200 
2,000

改定後 増減額 

従量区分 
（立方メートル） 

超過料金（円） 
現　行 

0～8 
9～10 
11～20 
21～30 
31～50 
51以上 

─  
─  
115 
150 
220 
270

─  
100 
130 
170 
250 
280

─  
100 
15 
20 
30 
10

改定後 増減額 

草
加
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
都
市
計
画

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い



D
１
区
画
３０
平
方
メ
ー
ト
ル

G
１
区
画
１
万
２
０
０
０
円
（
年
額
）

―
①
②
共
通
―

H
３
月
１３
日
か
ら
２２
日
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
、
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
、

農
政
課
（
蕁
A
２
９
９
）
へ

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
に
あ
る
「
物
産
展

示
ケ
ー
ス
」
に
展
示
す
る
製
品
を
募
集
し

ま
す
。

A
４
月
中
旬
〜
平
成
１９
年
３
月

C
市
内
で
生
産
さ
れ
た
製
品
、
ま
た
は

「
八
潮
」
の
名
の
ブ
ラ
ン
ド
品
（
危
険
物

や
生
も
の
な
ど
は
、
展
示
で
き
ま
せ
ん
）

小
間
の
大
き
さ

幅
＝
約
４７
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
・
高
さ
＝
約
３８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・

奥
行
き
＝
約
２９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

F
２４
小
間
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

G
無
料

H
４
月
３
日
か
ら
１０
日
ま
で
に
、
申
込
書

（
商
工
振
興
課
で
配
布
）
に
記
入
の
う
え
、

商
工
振
興
課
（
蕁
A
４
７
９
）
へ

任
期
＝
２
年
（
５
月
１
日
〜
平
成
２０
年
４

月
３０
日
）

C
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳
以
上
（
平

成
１８
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方
※
市
議
会

議
員
は
除
く

D
八
潮
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
の
運
営
に
関
す
る
審
議

F
１
人

H
４
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
応
募
用

紙
（
総
務
人
事
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、

総
務
人
事
課（
蕁
A
２
３
１
・
４
５
４
）
へ

A
週
３
日
程
度
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
時
間
は
応
相
談

C
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、
看
護
師

お
よ
び
介
護
福
祉
士
ヘ
ル
パ
ー
１
・
２
級

等
で
、
実
務
経
験
の
あ
る
方

D
要
介
護
認
定
調
査
（
訪
問
調
査
）
業
務

（１１） No.664広報 平成18年３月10日 

おしらせHOTコーナー　案内・募集

県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
条
件
や
解

雇
な
ど
を
め
ぐ
り
、
労
働
者
個
人
と
使
用

者
と
の
間
で
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
ず
生

じ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
申

請
に
基
づ
き
、
あ
っ
せ
ん
員
が
双
方
の
意

見
の
調
整
や
助
言
等
を
行
い
、
歩
み
寄
り

に
よ
る
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
援
助
（
あ

っ
せ
ん
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

C
県
内
の
事
業
所
で
働
く
労
働
者
、
ま
た

は
使
用
者

I

県
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課
蕁

０４８
・
８３０
・
６
４
５
５

A
４
月
２７
日
貅

午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

B
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民

ホ
ー
ル

C
平
成
１９
年
３
月
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
等
卒
業
見
込
予
定
者
（
１
〜
２
年
以
内

既
卒
業
者
も
参
加
可
）

D
参
加
企
業
約
８０
社

E
履
歴
書
持
参

I
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
０４８
・
６４７
・
４

１
８
５

①
ふ
れ
あ
い
農
園

A
４
月
１
日
〜
平
成
１９
年
３
月
３１
日

B

ア
大
字
八
條
１
６
４
３
番
地
１
（
３

区
画
）
イ
大
字
二
丁
目
１
２
４
６
番
地

１
（
５
区
画
）

C
畑
の
管
理
が
で
き
、
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
で
通
え
る
方

D
１
区
画
約
２０
平
方
メ
ー
ト
ル
※
契
約
は

直
接
地
主
と
な
り
ま
す
。

G

ア
８
０
０
０
円
イ
１
万
円
（
年
額
）

②
市
民
農
園

A
４
月
１
日
〜
平
成
２０
年
３
月
３１
日
（
２

年
間
）

B
大
字
鶴
ヶ
曽
根
１
０
０
０
番
地

東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、
賃
金

や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
採
用
や

退
職
、
解
雇
、
労
務
管
理
の
改
善
な
ど
、

勤
労
者
と
経
営
者
の
労
働
に
関
す
る
悩
み

や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
に
３
月
は
、
通
常
の
平
日
の
労
働
相

談
に
加
え
て
、
す
べ
て
の
土
曜
日
に
電
話

で
の
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

【
土
曜
電
話
労
働
相
談
】

A
３
月
１１
日
・
１８
日
・
２５
日
　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

G
無
料

I

東
部
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
蕁
０４８
・

７３７
・
２
１
３
６

平
成
１８
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
年
度
更
新
の
申
告
・
納

付
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
２２
日
ま
で
で

す
。期

間
中
、
お
早
め
に
申
告
書
と
納
付
書

を
作
成
の
う
え
、
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
等

の
金
融
機
関
で
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
告
納
付
相
談
を
県
内
各
会
場
で
行
い

ま
す
の
で
、
４
月
初
め
に
郵
送
さ
れ
ま
す

封
筒
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

I

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
蕁

０４８
・
６００
・
６
２
０
３

学
、
遠
の
表
示
が
あ
る
保
険
証
は
、
有

効
期
限
が
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
継
続
さ
れ

る
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

E
在
学
証
明
書
ま
た
は
在
園
証
明
書
等
、

認
印
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
た
保
険
証

H
受
付
＝
４
月
３
日
開
始

３
月
、
４
月
は
年
度
の
切
り
替
え
時
期

で
す
。
新
た
に
会
社
等
に
就
職
し
、
社
会

保
険
に
加
入
す
る
方
、
ま
た
は
会
社
を
退

職
し
た
こ
と
に
よ
り
社
会
保
険
を
喪
失
す

る
方
が
多
い
時
期
で
す
。

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
社
会
保
険
か
ら

市
へ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
世
帯

主
の
方
ご
自
身
で
市
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

農
園
利
用
者

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん

E
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
お
よ

び▼
社
会
保
険
に
加
入
し
た
方
＝
社
会
保
険

の
保
険
証

▼
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
方
＝
社
会
保
険

喪
失
証
明
書
ま
た
は
退
職
証
明
書

※
社
会
保
険
を
喪
失
し
た
方
で
６０
歳
未
満

の
方
は
、
年
金
の
切
替
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、年
金
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〜
会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
な
ど
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
方
〜

退
職
者
医
療
制
度
と
は
、
医
療
制
度
間

に
お
け
る
負
担
と
公
平
を
図
る
た
め
の
措

置
と
し
て
、
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
の
医

療
費
は
、
す
べ
て
ご
自
身
と
被
用
者
保
険

の
現
役
被
保
険
者
の
負
担
に
よ
り
賄
う
制

度
で
す
。

C
①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

②
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
方

③
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
老
齢
年
金
を

受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の
被
保
険
者
期
間

が
、
２０
年
以
上
（
２４０
月
以
上
）
あ
る
か
、

４０
歳
以
降
１０
年
以
上
（
１２０
月
以
上
）
あ

る
（
国
民
年
金
は
除
く
）
方

④
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
の
範
囲
は
、
退

職
被
保
険
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
以

内
の
親
族
で
、
退
職
者
と
同
一
世
帯
で
退

職
被
保
険
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い

る
方

⑤
１
年
間
の
収
入
が
１３０
万
円
以
上
あ
る

方
は
、
被
扶
養
者
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

（
６０
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
障
害
を
有
す

る
方
の
場
合
は
１８０
万
円
）

届
け
出

退
職
被
保
険
者
の
資
格
取
得
日
は
、
年

金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
権
発
生
日
以
降
に
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
加
入

日
と
な
り
ま
す
。

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
退

職
者
医
療
制
度
の
資
格
を
得
ま
す
。
年
金

証
書
が
届
い
た
日
の
翌
日
か
ら
１４
日
以
内

に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

E
①
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
年
金
証

書
（
厚
生
年
金
保
険
裁
定
通
知
書
）

②
国
民
健
康
保
険
証

G
一
部
負
担
金
に
つ
い
て

▼
退
職
被
保
険
者
本
人
（
外
来
･
入
院
と

も
３
割
）

▼
被
扶
養
者
（
外
来
･
入
院
と
も
３
割
）

国
民
健
康
保
険
税
＝
保
険
税
の
算
定
方
法

は
、
一
般
の
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方

法
と
同
様

３
月
は
労
働
相
談
強
化
月
間

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付

な
ど

F
３
人
（
面
接
に
よ
り
選
考
）

G
時
給
１
３
５
０
円

H
３
月
２０
日
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）、
資
格
免
許
等
の
写
し
を
高
齢
い
き

が
い
課
（
蕁
A
４
４
９
）
へ
持
参

任
期
＝
２
年
（
５
月
〜
※
予
定
）

C
市
内
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳
以
上
（
平

成
１８
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
年
３

回
程
度
の
会
議
（
原
則
、
平
日
昼
間
に
開

催
）
に
参
加
で
き
る
方
※
市
議
会
議
員
、

他
の
審
議
会
等
の
委
員
は
除
く

D
本
市
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
事
項
を
調
査
審
議
し
、
施
策
の
実
施
状

況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。

F
３
人
以
内

H
４
月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
性
別
・
年
齢
・
応
募

動
機
（
様
式
自
由
で
４００
字
程
度
）
を
記

入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
９９５
・
７
３
６
７
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（danjo

@
city.yashio.lg.jp

）
で
、
男
女
共
同
参

画
課
（
蕁
A
８
１
１
）
へ

物
産
展
示
ケ
ー
ス
利
用
者

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

要
介
護
認
定
調
査
員

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

運
営
審
議
会
委
員

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

総
務
大
臣
表
彰 

流石　才子さん 
（伊勢野） 

埼
玉
県
知
事
表
彰 石井　ミヤ子さん 

（八條） 
金森　潤子さん 
（八條） 

金子　美恵子さん 
（大曽根） 

篠木　秀彦さん 
（浮塚） 

田中　良さん 
（緑町五） 

　
長
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
員
と
し

て
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に
従
事
し
、

調
査
の
円
滑
な
運
営
な
ど
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
総
務
大

臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

富
樫
純
子
さ
ん
（
中
央
四
）
※
写
真
は
、

ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
掲
載
を
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
統

計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計
調
査
に
従

事
し
、
調
査
の
円
滑
な
運
営
な
ど
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

国
保
年
金
課
か
ら

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら

お
知
ら
せ 

国
保
年
金
課
か
ら

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら

お
知
ら
せ 

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

I

国
保
年
金
課
蕁
B

８
２
８
・
８
２
９ 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、当
事

者
間
で
解
決
を
し
て
い
た
だ
き
、

市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。 

I

商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
６ 

三
輪
自
転
車（
大
人
用
１
万
円
） 

保
険
証
に
学
、
遠
の
表
示
が
あ
る
方
は

更
新
の
手
続
き
を

社
会
保
険
に
加
入
・
社
会
保
険
を
喪
失

し
た
方
は
届
け
出
を
！

退
職
者
医
療
制
度
（
会
社
な
ど
を
退
職

さ
れ
た
方
が
利
用
で
き
る
国
保
の
制
度
）

求
人
合
同
説
明
会
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おしらせHOTコーナー　募集
任
期
＝
２
年
（
４
月
１
日
〜
平
成
２０
年
３

月
３１
日
）

C
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
２０
歳
以

上
（
平
成
１８
年
４
月
１
日
現
在
）
の
方
※

市
議
会
議
員
、
他
の
審
議
会
等
の
委
員
を

除
く

D
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
事

項
の
審
議
、
施
策
へ
の
協
力

F
１
人

H
３
月
２０
日
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
・
ご
み
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
小
論
文
（
８００
字
程

度
）
を
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
蕁
A
２
３

４
）
へ

A
４
月
１１
日
貂
〜
９
月
３０
日
貍

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
ほ
か
館

内
各
所
（
展
示
場
所
は
指
定
）

募
集
期
間

３
月
１４
日
貂
〜
２６
日
豸

※
搬
入
期
間
４
月
７
日
貊
〜
９
日
豸

募
集
作
品

絵
画
・
書
・
切
り
絵
・
写

真
・
押
し
花
等
、
公
の
展
覧
会
（
サ
ー
ク

ル
の
展
示
等
も
含
む
）
に
出
品
履
歴
が
あ

り
、
額
装
済
み
の
も
の
※
８
号
相
当
〜
６０

号
相
当

F
９
点
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選

考
。作
品
に
よ
り
展
示
不
可
の
場
合
あ
り
）

G
無
料

H
申
込
書
（
市
内
公
共
施
設
に
設
置
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
の
写
真

を
貼
付
し
、
八
潮
メ
セ
ナ
（
蕁
９９８
・
２

５
０
０
）
窓
口
へ

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
声

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

任
期
＝
委
嘱
の
日
（
４
月
中
を
予
定
）
か

ら
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

C
県
内
在
住
の
２０
歳
以
上
（
平
成
１８
年
４

月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
閲
覧
お
よ
び
電
子
メ
ー

ル
を
日
本
語
で
で
き
る
方
※
議
員
、首
長
、

常
勤
の
県
内
市
町
村
・
県
の
地
域
を
所
管

す
る
国
の
機
関
の
職
員
を
除
く

D
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
回
答
、
提
言
な
ど
（
実
績
に
応
じ
て
謝

礼
（
図
書
カ
ー
ド
）
あ
り
）

F

５００
人
程
度
（
選
考
）

H
３
月
２３
日
、
午
後
５
時
ま
で
に
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http//www.pref.saitama.lg.jp/

A01/BK00/monitor_oubo/

）
で
申
し
込
み

I
県
広
聴
広
報
課
蕁
０４８
・
８３０
・
２
８
５
０

A
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

モ
ニ
タ
ー
募
集
区
間

中
川
（
柿
ノ
木
浄

水
場
付
近
〜
京
成
電
鉄
橋
梁
）、
綾
瀬
川

（
東
武
鉄
道
橋
〜
内
匠
橋
）

C
①
満
２０
歳
以
上
（
平
成
１８
年
４
月
１
日

現
在
）
の
健
康
な
方
で
、
河
川
に
接
す
る

機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る

方
②
河
川
（
募
集
区
間
）
か
ら
、
お
お
む

ね
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
居
住
し
て
い

る
方

D
①
日
常
知
り
得
た
情
報
を
河
川
管
理
者

に
提
供
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域

の
方
々
の
意
見
・
要
望
を
管
理
者
に
伝
え

る
　
②
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
努

め
る
　
③
違
法
行
為
を
発
見
し
た
と
き

は
、
河
川
管
理
者
に
連
絡
す
る
。

G
月
額
４
５
８
０
円

F
１
人
（
選
考
あ
り
）

H
５
月
１０
日
ま
で
に
応
募
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
郵
送
（
〒
２７８
―
０
０
０
５
千
葉

県
野
田
市
宮
崎
１３４
）、
FAX
（
０４
・
７
１
２

５
・
０
６
７
９
）
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

（edogaa50@
ktr.m

lit.go.jp

）
で
、
国

土
交
通
省
江
戸
川
河
川
事
務
所
管
理
課

（
蕁
０４
・
７
１
２
５
・
７
３
１
９
）
へ

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

八
潮
メ
セ
ナ
館
内
展
示
作
品

平
成
１８
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

市
で
は
、
環
境
美
化
の
推
進
を
図
る
た

め
、
八
潮
北
公
園
を
含
む
市
内
２５
公
園
に

設
置
し
て
あ
る
ご
み
箱
を
３
月
末
ま
で
に

撤
去
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
で
、
４
月
以

降
市
内
９０
カ
所
す
べ
て
の
公
園
か
ら
ご
み

箱
が
な
く
な
り
ま
す
。

公
園
を
利
用
さ
れ
る
方
は
”
ご
み
に
な

る
物
は
持
ち
込
ま
な
い
“
”
持
ち
込
ん
だ

ら
持
ち
帰
る
“
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
１６
年
度
の
公
園
か
ら
排
出
さ
れ
た

ご
み
の
量
は
、
可
燃
ご
み
約
８０
ト
ン
、
不

燃
ご
み
約
１７
ト
ン
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

中
に
は
、
家
庭
か
ら
の
ご
み
や
粗
大
ご
み

ま
で
持
ち
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。ご

み
箱
の
撤
去
に
よ
り
、
ご
み
処
理
費

が
縮
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
樹
木
せ

ん
定
や
公
園
灯
・
遊
具
の
改
修
工
事
等
を

積
極
的
に
行
う
予
定
で
す
。

I
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
２
７
２

公
園
内
の「
ご
み
箱
」が

4
月
か
ら
な
く
な
り
ま
す
！

公
園
の
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す

公
園
で
の
ご
み
は 

　
　
　
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う 

　
公
園
は
、市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、身
近
な
公
園
を
き
れ
い
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

3月１日から、届け出等が必要な 
アスベスト使用建築物の解体工 
事の対象が拡がりました 

　石綿（アスベスト）が使用されている建築物を解体等工事（解体、石綿の除去、囲
い込み、封じ込め）をする場合に必要な「大気汚染防止法」の手続きが改正され、平
成１８年３月１日から対象工事の範囲が拡がりました。 
　また、３月１日以降に実施する解体等工事については、解体等工事の内容を記載し
た掲示板の表示が義務づけられました。 

　　県東部環境管理事務所越谷支所 
 

 　上記解体等工事を行う場合には、見やすい場所に次の事項を表示した掲示板
を設けなければなりません。 

I県東部環境管理事務所越谷支所蕁９６６－２３１１ 

　県青空再生課蕁０４８－８３０－３０５８ 

①届出年月日、届出先 
②届出者の氏名または名称、住所、代表者氏名 
③作業の実施時期 

④作業の方法 
⑤現場責任者の氏名、連絡先 

※石綿含有保温材、耐火被覆材、断熱材の除去において、かき落とし、切断または破砕を行わない
場合には、一部の作業基準が異なります。詳細は、下記問い合わせ先にご確認ください。 

○届け出等が必要となる対象解体等工事 

○届出先 

○掲示板の表示 

現行（2月28日まで） 
解体等工事をする建築物 

使用材料 

吹き付け石綿 

種　類 
作業基準等 

石綿の吹き付け面積が50㎡以
上かつ床面積500㎡以上の耐
火・準耐火建築物 

・届け出（作業の１４日前まで） 
・作業場の隔離 
・集じん・排気装置の設置 
・吹き付け石綿の湿潤化　など 

解体等工事をする建築物 

使用材料 

吹き付け石綿 

種　類 
作業基準等 

全ての建築物 
（建築面積、吹き付け面積、用
途を問いません） 

石綿を含有する 
・ 保温材 
・ 耐火被覆材 
・ 断熱材 

全ての建築物 
（建築面積、用途を問いません） 

・ 届け出（作業の１４日前まで） 
・ 掲示板の表示 
・ 吹き付け石綿等の湿潤化 
・ 作業場の隔離 
・ 集じん・排気装置の設置  など 

▼ ▼ 
3月１日以降 

都市計画法に基づく開発行為等 
許可事務の取り扱いが変わります 
　八潮市における都市計画法に基づく開発行為に関する許可事務等は、
平成１８年４月１日以降、埼玉県から八潮市に権限移譲されます｡ 
　権限移譲に伴い、４月１日以降の開発許可等の申請に係る手数料は、
八潮市に納めてください｡ 
　なお、３月３１日までに埼玉県越谷県土整備事務所で受け付けされた、
八潮市における開発許可申請等についても、４月１日以降は八潮市に引
き継がれます｡ 

I都市デザイン課蕁A２７２ 
県越谷県土整備事務所開発担当蕁９６４－５２６０（直通） 
埼玉県開発指導課蕁０４８－８３０－５４７８（直通） 

法第２９条第１項に基づく開発許可 

移譲される 

主な事務 

（大規模な宅地分譲等の許可） 

法第３６条第２項に基づく検査および検査済証の交付 
（上記の検査および検査済証の交付） 

法第４３条第１項に基づく建築行為等の許可 
（市街化調整区域内の建築許可） 

法施行規則第６０条の証明書（適合証明書）の交付 
（市街化区域内の大規模な建築行為および市街化調整区域
内の建築行為の際の都市計画法上、適合している旨の証明書） 

4月1日から 

八
潮
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
委
員




